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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第145期
第３四半期
連結累計期間

第146期
第３四半期
連結累計期間

第145期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 79,626 84,561 108,107

経常利益 (百万円) 7,962 8,404 10,282

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 5,656 5,575 7,025

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △184 6,952 5,211

純資産額 (百万円) 65,958 76,430 71,375

総資産額 (百万円) 107,609 120,697 112,588

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 94.65 93.30 117.57

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 94.22 92.73 116.99

自己資本比率 (％) 60.7 62.7 62.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 8,401 7,955 11,935

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,982 △4,505 △2,669

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,403 △320 △5,768

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 9,502 15,607 12,203
 

 

回次
第145期
第３四半期
連結会計期間

第146期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 38.19 36.73
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな「事業等のリスク」の発生、または前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に、景気は緩やかな回復基調

が続き、個人消費についても堅調に推移しました。世界経済は、中国や新興国経済の成長鈍化、先進諸国の政策動

向、テロなどが及ぼす影響も不透明であり、今後の方向性を注視していかなければならない状況にあります。

そのような環境の中、当社グループでは、「21世紀型企業への変革！」を中期方針に掲げ、変化し続ける経営環境

においても、常にお客様のニーズに応え、かつ安定した収益確保と継続的な成長を果たすため、“新規事業の創

出”と“グローバル事業の拡大”を柱とした中期事業戦略を推進しております。併せて、戦略遂行に必要な人材育

成や組織機能の拡充、さらには生産性向上・業務の効率化改善、徹底した経費削減などによる収益力強化を図り、

企業体質の強化に取り組んでおります。

　当第３四半期の連結業績は、売上高845億61百万円（前年同期比6.2％増）、営業利益81億72百万円（同9.7％

増）、経常利益84億４百万円（同5.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益55億75百万円（同1.4％減）とな

りました。売上高、営業利益、経常利益とも６期連続の増加となり、営業利益、経常利益については第３四半期と

して３期連続で最高益を更新しました。

 

セグメントの概況は次のとおりであります。

車輌資材事業では、国内事業では、新車販売が堅調に推移する中、“革を超える新素材”「クオーレ®」や瞬間消

臭機能の「イノドール®」、防汚機能の「エラッセ®」、ステアリング用の夏冬快適素材「クオーレモジュレ®S」な

ど、車輌の室内空間を快適にする高付加価値商品群が順調に推移し、ビスコテックス加飾パネルについても、堅調

に推移しました。しかしながら、一方で一時的なエアバッグの受注減などの影響を受け、国内事業は前年同期比で

若干の減益となりました。海外事業においては、タイのエアバッグ事業が苦戦しましたが、米国と中国において自

動車販売台数が順調に推移したことや、「クオーレ®」をはじめとする差別化商品が大きく売上を伸ばしたことが寄

与し、海外事業全体では増収・増益を達成することができました。また、海外新拠点として、2013年末にインド、

インドネシア、2015年に河北（中国）、そして2016年にメキシコと順次立ち上げてきましたが、すべて当初計画以

上で進捗しております。特に今後の増産対応に向け、蘇州とメキシコにおいて“革を超える新素材”「クオーレ®」

の生産ラインを増設、並びに河北においてエアバッグ工場の建設を、前倒しで着手しております。当事業の売上高

は491億49百万円（前年同期比8.9％増）、営業利益50億41百万円（同6.7％増）となりました。
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ハイファッション事業では、国内事業では、消費者の節約志向は依然強く、当社グループの主要顧客である国内

アパレルブランドを取り巻く環境は厳しい状況が続いております。当社グループのファッション衣料向けテキスタ

イルおよび製品販売事業においては、「VISCOTECS®」等身大CAD上で具体的な製品イメージを描きながら企画した差

別化デザインを、糸から縫製までのグループ一貫機能と結び付けて小ロット・短納期・在庫レスで最適生産を行う

など、お客様のニーズに対応し健闘してきました。また、当社グループのニッティング技術と加工技術を駆使した

インナー衣料向け差別化素材の製造・販売も堅調に推移しており、今後更に拡大する市場ニーズに対応すべく、目

下、国内工場および海外子会社のSaha Seiren Co., Ltd.（タイ）において独自編機の増設を進め、生産能力の増強

に着手しております。しかしながら、セグメント全体においては、国内市場の消費マインド低迷の影響を受け、数

量ダウンをカバーするにまで至らず、前年同期比で減収・減益となりました。当事業の売上高は183億97百万円（前

年同期比3.8％減）、営業利益は４億50百万円（同27.5％減）となりました。

エレクトロニクス事業では、繊維と金属の複合化技術により差別化を高めた導電性素材「プラット®」は、より付

加価値を高めるべく部品化・製品化を進めております。中でも、スマートフォン、タブレットやゲーム機への新規

採用が増加、特に薄型電極材が大きく売上高を伸ばしました。ＫＢセーレン㈱では、高性能ワイピングクロス「ザ

ヴィーナ®」が堅調に推移し、スーパー繊維の「ゼクシオン®」および「グラディオ®」についても、用途開発の進捗

とともに採用件数が増えております。また、海外で繊維機械の製造販売事業を展開する世聯電子(蘇州)有限公司

（中国）において、高性能差別化機種の販売拡大が進み、増益となりました。当事業の売上高は60億84百万円（前

年同期比35.6％増）、営業利益は14億58百万円（同96.0％増）となりました。

環境・生活資材事業では、新設住宅着工戸数は昨年比微減となる中、当セグメント主力のハウジング資材事業で

は、優れた省エネ性能をもつ遮熱型ハウスラップ材や遮熱・高止水型ルーフィング材をはじめ、当社グループ独自

の差別化商品群が売上高を伸ばしました。また、新たな事業領域である環境・土木分野においては、独自の繊維技

術により商品化した防草シート「グラスガード®」の業界認知度を増し、さらなる販売拡大を進めております。健

康・介護事業では、昨年来続いておりました診療報酬の改定に伴う施設等での商品買い控えの動きも弱まり、新規

案件獲得により増収・増益となりました。当事業の売上高は55億66百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益は６億

78百万円（同19.0％増）となりました。

メディカル事業では、当社の独自技術で商品化した、繭から生まれた天然成分「ピュアセリシンTM」配合のコモ

エース化粧品は、自社サイトや百貨店常設店舗における販売強化に加え、プレミアム商品などの販売が好調に推移

しました。卓越した消臭機能を持つアンダーウエアシリーズ「デオエスト®」は、さらなる売上高拡大を図るため、

顧客ニーズにマッチした新商品投入を継続しつつ、メディア展開を始めとするプロモーションに注力し販売拡大を

進めております。また医療資材分野では、ＫＢセーレン㈱の差別化原糸をはじめとするグループ一貫機能を活かし

た差別化商品が売上高を伸ばしましたが、薬価改定の影響により、一部の医療用製品において既存品の受注減少が

ありました。当事業の売上高は46億69百万円（前年同期比2.6％減）、営業利益は12億58百万円（同3.2％減）とな

りました。

その他の事業では、㈱ナゴヤセーレンの不動産賃貸管理事業やセーレンコスモ㈱の人材派遣事業が堅調に推移し

ました。当事業の売上高は６億94百万円（前年同期比7.7％減）、営業利益は４億６百万円（同6.1％減）となりま

した。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金などの流動資産が増加し、全体で前連結会計年度

末と比較して81億９百万円増加の1,206億97百万円となりました。負債の部は、短期借入金などの流動負債の増加に

より、30億54百万円増加し、442億66百万円となりました。純資産は、利益剰余金の増加などにより50億54百万円増

加し、764億30百万円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

キャッシュ・フローの状況につきましては、当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は

156億７百万円となり、前連結会計年度末より34億４百万円増加しました。。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、79億55百万円の収入（前年第３四半期連結累計期間は84億１百万円

の収入）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益81億39百万円、減価償却費34億97百万円などによ

るものです。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、45億５百万円の支出（前年第３四半期連結累計期間は19億82百万円

の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出34億68百万円などによるものです。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、３億20百万円の支出（前年第３四半期連結累計期間は44億３百万円

の支出）となりました。これは主に、配当金の支払19億86百万円などによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は37億10百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりであります。

会社名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資予定額（百万円） 着手

年月
完成予定
年月

完成後の
増加能力総額 既支払額

世聯汽車
内飾（蘇
州）有限
公司

中国江蘇省蘇州
市

車輌資材

自動車内装
材（合皮）
生産工場・
設備

1,182 390
平成29年
９月

平成30年
４月

工場面積
8,480㎡
合皮生産

250千ｍ／月

世聯汽車
内飾（河
北）有限
公司

中国河北省石家
荘市

車輌資材
エアバッグ
生産工場・
設備

628 363
平成29年
８月

平成30年
１月

工場面積
14,000㎡
エアバッグ
縫製40万
袋／月

 

なお、当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末におけ

る計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 64,633,646 64,633,646
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 64,633,646 64,633,646 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年12月31日 ― 64,633 ― 17,520 ― 10,834
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 4,868,600

完全議決権株式(その他)
　普通株式
59,748,000

597,480 ―

単元未満株式
　普通株式

17,046
― ―

発行済株式総数 64,633,646 ― ―

総株主の議決権 ― 597,480 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セーレン株式会社

福井市毛矢１丁目10―１ 4,868,600 ― 4,868,600 7.53

計 ― 4,868,600 ― 4,868,600 7.53
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ひびき監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,838 17,535

  受取手形及び売掛金 25,322 27,116

  有価証券 ― 100

  商品及び製品 9,388 9,684

  仕掛品 2,732 2,978

  原材料及び貯蔵品 4,114 3,942

  その他 2,812 3,697

  貸倒引当金 △10 △10

  流動資産合計 58,197 65,043

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 22,246 22,581

   機械装置及び運搬具（純額） 9,824 9,488

   工具、器具及び備品（純額） 469 466

   土地 10,175 10,249

   建設仮勘定 1,517 1,762

   有形固定資産合計 44,233 44,548

  無形固定資産 2,600 2,665

  投資その他の資産   

   その他 7,580 8,463

   貸倒引当金 △22 △23

   投資その他の資産合計 7,557 8,439

  固定資産合計 54,391 55,653

 資産合計 112,588 120,697

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 15,572 16,933

  短期借入金 2,918 5,853

  未払法人税等 1,022 698

  役員賞与引当金 120 ―

  賞与引当金 1,233 537

  その他 4,590 5,484

  流動負債合計 25,456 29,507

 固定負債   

  長期借入金 8,195 6,927

  役員退職慰労引当金 161 161

  退職給付に係る負債 5,655 5,748

  その他 1,744 1,921

  固定負債合計 15,755 14,758

 負債合計 41,212 44,266
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 17,520 17,520

  資本剰余金 16,801 16,801

  利益剰余金 38,218 41,821

  自己株式 △3,904 △3,905

  株主資本合計 68,634 72,238

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,512 2,255

  為替換算調整勘定 314 980

  退職給付に係る調整累計額 228 163

  その他の包括利益累計額合計 2,055 3,400

 新株予約権 273 362

 非支配株主持分 412 429

 純資産合計 71,375 76,430

負債純資産合計 112,588 120,697
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 79,626 84,561

売上原価 57,973 61,534

売上総利益 21,653 23,026

販売費及び一般管理費 14,204 14,854

営業利益 7,449 8,172

営業外収益   

 受取利息 168 172

 受取配当金 90 109

 為替差益 185 ―

 その他 157 182

 営業外収益合計 601 464

営業外費用   

 支払利息 49 38

 為替差損 ― 168

 その他 38 24

 営業外費用合計 88 231

経常利益 7,962 8,404

特別利益   

 固定資産売却益 7 4

 その他 0 ―

 特別利益合計 7 4

特別損失   

 固定資産処分損 14 28

 投資有価証券評価損 0 155

 投資損失引当金繰入額 ― 76

 その他 0 10

 特別損失合計 15 269

税金等調整前四半期純利益 7,955 8,139

法人税等 2,281 2,545

四半期純利益 5,674 5,593

非支配株主に帰属する四半期純利益 17 17

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,656 5,575
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 5,674 5,593

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 525 743

 為替換算調整勘定 △6,336 679

 退職給付に係る調整額 △47 △64

 その他の包括利益合計 △5,858 1,358

四半期包括利益 △184 6,952

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △151 6,920

 非支配株主に係る四半期包括利益 △32 31
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 7,955 8,139

 減価償却費 3,423 3,497

 固定資産処分損益（△は益） 7 23

 投資有価証券評価損 0 155

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

 投資損失引当金の増減額（△は減少） ― 76

 賞与引当金の増減額（△は減少） △636 △695

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5 0

 受取利息及び受取配当金 △259 △281

 支払利息 49 38

 為替差損益（△は益） 1 △108

 売上債権の増減額（△は増加） △1,407 △1,678

 たな卸資産の増減額（△は増加） △637 △352

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,362 1,268

 未払消費税等の増減額（△は減少） 76 △50

 その他 813 310

 小計 10,755 10,342

 利息及び配当金の受取額 265 281

 利息の支払額 △52 △40

 法人税等の支払額 △2,567 △2,628

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,401 7,955

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △3,655 △3,468

 有形固定資産の売却による収入 27 12

 有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △791 △516

 
有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

1,000 ―

 定期預金の純増減額（△は増加） 1,822 △292

 その他 △384 △240

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,982 △4,505

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △400 2,900

 長期借入金の返済による支出 △2,429 △1,233

 配当金の支払額 △1,493 △1,972

 非支配株主への配当金の支払額 △77 △14

 その他 △1 △0

 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,403 △320

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,989 274

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26 3,404

現金及び現金同等物の期首残高 9,476 12,203

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  9,502 ※１  15,607
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

 

(平成28年12月31日現在)

現金及び預金 11,760百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △2,257百万円

現金及び現金同等物 9,502百万円
 

 

(平成29年12月31日現在)

現金及び預金 17,535百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,927百万円

現金及び現金同等物 15,607百万円
 

 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月21日
定時株主総会

普通株式 776 13 平成28年３月31日 平成28年６月22日 利益剰余金

平成28年11月９日
取締役会

普通株式 717 12 平成28年９月30日 平成28年11月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月20日
定時株主総会

普通株式 1,075 18 平成29年３月31日 平成29年６月21日 利益剰余金

平成29年11月9日
取締役会

普通株式 896 15 平成29年９月30日 平成29年11月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
車輌資材

ハイファ

ッション

エレクト

ロニクス

環境・

生活資材

メ デ ィ

カル
計

売上高           

  外部顧客への

　売上高
45,134 19,121 4,486 5,337 4,794 78,874 752 79,626 ― 79,626

  セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

― ― 246 0 ― 246 459 706 △706 ―

計 45,134 19,121 4,733 5,337 4,794 79,121 1,211 80,332 △706 79,626

セグメント利益 4,723 620 743 569 1,300 7,958 433 8,391 △942 7,449
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、人材派遣事業、不動

産賃貸管理事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△942百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用997百万円が含まれ

ております。全社費用は主に、報告セグメントに帰属しない総務部門などの管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　重要な該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連

結損益計

算書計上

額(注)３
車輌資材

ハイファ

ッション

エレクト

ロニクス

環境・

生活資材

メ デ ィ

カル
計

売上高           

  外部顧客への

　売上高
49,149 18,397 6,084 5,566 4,669 83,867 694 84,561 ― 84,561

  セグメント間の

　内部売上高又は

　振替高

0 7 289 ― 0 297 944 1,241 △1,241 ―

計 49,149 18,404 6,373 5,566 4,670 84,164 1,638 85,803 △1,241 84,561

セグメント利益 5,041 450 1,458 678 1,258 8,886 406 9,293 △1,121 8,172
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業、人材派遣事業、不動

産賃貸管理事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,121百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用1,178百万円が含

まれております。全社費用は主に、報告セグメントに帰属しない総務部門などの管理部門に係る費用でありま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　重要な該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

 (1) １株当たり四半期純利益金額 94円65銭 93円30銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 5,656 5,575

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

5,656 5,575

   普通株式の期中平均株式数(千株) 59,760 59,764

 (2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 94円22銭 92円73銭

　　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益
調整額(百万円)

― ―

　普通株式増加数(千株) 273 364

　　うち新株予約権 273 364

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

― ―

 

 

２ 【その他】

第146期(平成29年４月１日から平成30年３月31日まで)中間配当について、平成29年11月９日開催の取締役会におい

て、平成29年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                               　896百万円

② １株当たりの金額                               　 15円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成29年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月８日

セーレン株式会社

　取締役会 御中

 

ひびき監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   道   幸   靜   児   印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   林　　　   直   也   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   松   本   勝   幸   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセーレン株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セーレン株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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